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研究成果の概要（和文）：4 年の研究期間の間に，（１）ソグド語と古代チュルク語との言語接
触を色濃く反映するテキストを，未発表の写本も含めて可能な限り集めて研究した．（２）次に

言語接触の結果発生したと考えられる現象を体系的・網羅的に収集し，音韻論，形態論など見

地から言語学的に分類した．（３）その後，言語接触に関する社会言語学的な研究を参考にして，

それらの現象が成立した背景やメカニズムを解明しようとした． 
 
研究成果の概要（英文）：In the course of the four years’ research, (1) I collected and studied as 
many as possible Sogdian texts betraying the strong Old Turkish influence. (2) Then, those features 
which are likely to have arisen as the result of the linguistic contact between the Sogdians and the 
Old Turkish were collected systematically and were classified in terms of linguistic categories, such 
as phonology, morphology, etc. (3) Referring to the recent studies in the field of socio-linguistics, I 
then tried to clarify the linguistic background and mechanism through which these contact features 
came to exist. 
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研究分野：言語学 
科研費の分科・細目：言語学 
キーワード：言語接触，シルクロード，ソグド語，イラン語，古代チュルク語，歴史言語学 
 
１．研究開始当初の背景 
シルクロードの交易民族として有名なソグ

ド人はイラン系の民族であり印欧語の話者

であった.彼らは紀元後 11 世紀以前の中央

アジアにおいて,アルタイ系の言語を話す

古代のチュルク人(突厥,ウイグルなど)と

交流し,その結果としてソグド語および古

代チュルク語も変容した．従来ソグド語か
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ら古代チュルク語に借用された語彙だけが

注目されていたが，近年になってチュルク

語の影響を受けたソグド語の資料の存在が

確認され，双方向の影響関係が存在したこ

とが明らかになった．ただ言語接触による

言語変化の実態は十分に理解されていなか

った．	
 

 
２．研究の目的 
上で述べたような研究上の背景から，ソグド

語と古代チュルク語の言語接触について， 
(1) 言語接触の具体的な様相とそれによる言
語変化の実態の全貌を解明することと， 
(2) 明らかにされた言語接触による言語変化
を，一般言語学，とりわけ社会言語学や歴史

言語学の理論の中に位置づけることも本研

究の目的である． 

 
３．研究の方法 
(1) 言語接触の歴史的な背景の理解. 
まずもって言語接触は，特定の言語を話す

人々の交流という具体的かつ歴史的な現象

の結果であり，過去に起こった言語接触の研

究に際しては歴史的な背景（いつ，どこで，

どんなふうに，など）を，歴史研究の成果を

利用して明らかにしておく必要がある． 
(2) 資料の収集 
既に発表されているソグド語文献の中から，

言語接触にかかわる文献を特定する．また，

言語接触の観点から，従来の読みや理解の改

善をめざす．別に未発表の文献をあらたに解

読し，資料を追加する．古代チュルク語に借

用されたソグド語語彙については，チュルク

語学者によるまとまった研究は存在せず，い

ろいろな研究者が折に触れて言及するとい

うような状況である．従ってそれらチュルク

語学者の研究を博捜して，チュルク語の中の

ソグド語の借用語を収集する． 

(3) 言語研究に関する理論的な研究のなかの 
位置づけ. 
社会言語学の一分野には言語接触に関する

研究分野があり,かなりの研究成果が蓄積さ

れている.その成果と申請者が研究している

現象とを比較検討しながら,接触	
 言語学一

般にどのような貢献ができるかを考察する．

して来た．二言語併用者が言語変化に果たし

た役割を検討する．	
 

	
 
４．研究成果	
 

(1)	
 新資料の収集と研究	
 

言語接触が最も如実に表れるマニ教ソグド

語資料のうち，未研究のものを全点調査し

文字転写を作成した．これは未発表である

が 300 頁ほどに及ぶ．この論文を発表した

後にも新たに同種の資料が発見され，その

文書（手紙と帳簿）を世界に先駆け研究し

発表することができた．チュルク語の強い

影響を示すこの種の特異なソグド語の嚆矢

が，9 世紀初めのカラバルガスン碑文であ

ることを示したのは筆者であるが，この間

には歴史学的に見ても重要なこの碑文のソ

グド語テキストの全面的な改訂版を作成し，

特に重要な知見を論文として発表した．	
 

(2)	
 ソグド語からの借用語の収集	
 

これまで言及したものは主に古代チュルク

語からソグド語への影響であるが，ソグド

語から古代チュルク語への影響として，ウ

イグル語（古代チュルク語の重要な方言）

文献に見られるソグド語からの借用語をあ

つめて整理した．ウイグル語文献は現在ま

でに発表されたものだけでも膨大で，網羅

的に収集することはできないが，相当数の

借用語を集めることができた．ただまだ発

表できる段階に至っていない．	
 

(3)	
 言語接触理論を援用した研究	
 

書体から判断して遅い時期の，チュルク語

からの強い影響を示す特異なソグド語につ



 

 

いて，一般言語学の知見を援用し言語学的

な分析を加え論文として発表した．そこで

は言語接触よる言語変化の現象の分析と分

類だけでなく，それらが 10~11 世紀におい

て，古代チュルク語とソグド語のバイリン

ガルの話者が書いた文献であり，バイリン

ガルの話者に見られる言語の特殊性と空ら

が発生するメカニズムを明らかにした．	
 

(4)	
 歴史的背景	
 

これらの主に言語学的な研究とは別に，言

語接触が発生した歴史的な背景を明らかに

するために，ソグド民族の歴史を包括的に

検討したが，その成果としてソグド人の歴

史と文化に関する本を出版した．また 6 世

紀から 11 世紀までに見られるソグド人と

古代チュルク民族の交流についても研究を

行い論文として発表した．さらに，本来横

書きのソグド文字が縦書きされるようにな

った時代や経緯について研究発表を行った．	
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